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衆
議
院
議
員
塩
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鉄
也
君
提
出
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
の
捜
査
活
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
塩
川
鉄
也
君
提
出
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
の
捜
査
活
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
数
に
つ
い
て
は
、
暦
年
ご
と
に
把
握
し
て
お
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
新
た
に
登
録
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
型

記
録
の
数
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
三
千
八
百
八
十
七
件
、
平
成

十
八
年
は
七
千
四
百
九
十
五
件
、
平
成
十
九
年
は
一
万
六
千
三
百
三
件
、
平
成
二
十
年
は
三
万
千
四
百
四
十
四
件
、
平
成
二

十
一
年
は
四
万
六
千
五
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
被
疑
者
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
記
録
の
数
は
、
平
成
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
二
千
百
三
十
二
件
、
平
成
十
八
年
は
三
千
七
百
十
八
件
、
平
成
十
九
年
は
一
万
六
百
六
十
件
、
平

成
二
十
年
は
二
万
三
千
四
百
三
十
六
件
、
平
成
二
十
一
年
は
三
万
六
千
二
百
四
十
二
件
で
あ
り
、
遺
留
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
記
録
の
数

は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
千
七
百
五
十
五
件
、
平
成
十
八
年
は
三

千
七
百
七
十
七
件
、
平
成
十
九
年
は
五
千
六
百
四
十
三
件
、
平
成
二
十
年
は
八
千
八
件
、
平
成
二
十
一
年
は
九
千
七
百
六
十

三
件
で
あ
る
。

な
お
、
変
死
者
等
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
記
録
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
て
い
な
い
。

二
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
の
数
に
つ
い
て
は
、
暦
年
ご
と
に
把
握
し
て
お
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
記
録
取
扱
規
則
（
平
成
十
七
年
国
家
公
安
委
員
会

規
則
第
十
五
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
抹
消
し
た
被
疑
者
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
記
録
の
数
は
、
平
成
十
七
年
九
月
一
日
か

ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
零
件
、
平
成
十
八
年
は
二
十
七
件
、
平
成
十
九
年
は
百
三
十
七
件
、
平
成
二
十
年
は

四
百
二
十
六
件
、
平
成
二
十
一
年
は
千
百
六
十
五
件
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
由
に
よ
る
も
の
は
、

平
成
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
零
件
、
平
成
十
八
年
は
六
件
、
平
成
十
九
年
は
九
件
、
平

成
二
十
年
は
三
十
三
件
、
平
成
二
十
一
年
は
六
十
二
件
で
あ
り
、
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
由
に
よ
る
も
の
は
、
平
成
十

七
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
零
件
、
平
成
十
八
年
は
二
十
一
件
、
平
成
十
九
年
は
百
二
十
八
件
、

平
成
二
十
年
は
三
百
九
十
三
件
、
平
成
二
十
一
年
は
千
百
三
件
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
保
管
す
る
必
要
の
な
く
な
っ
た
と
き
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
の
事
案
に
即
し
て
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
、
無
罪
判
決
が
確
定
し
た
場
合
も
含
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
保

管
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
記
録
の
重
複
が
確
認
さ
れ
た
場
合
等
に
は
「
保
管
す
る
必
要
の
な
く
な
っ
た
と
き
」
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
、
当
該
被
疑
者
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
記
録
を
抹
消
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二



ま
た
、
お
尋
ね
の
件
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
及
び
九
に
つ
い
て

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
の
資
料
や
記
録
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
百
九
十
六
条
、

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
百
条
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号

）
第
三
十
四
条
、
犯
罪
捜
査
規
範
（
昭
和
三
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
第
九
条
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
の
運
用
に

関
す
る
指
針
（
平
成
十
五
年
七
月
七
日
付
け
警
察
庁
丙
鑑
発
第
十
三
号
警
察
庁
刑
事
局
長
通
達
別
添
）
等
に
基
づ
き
適
切
に

取
り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
記
録
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
記
録
取
扱
規
則
、
行
政
機
関
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
五
十
八
号
）
等
に
基
づ
き
、
個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
配

意
し
な
が
ら
取
り
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

三



御
指
摘
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
の
記
録
は
、
捜
査
及
び
公
判
等
に
必
要
な
期
間
保
管
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
記
録
取
扱
規
則
は
、
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
に
お
い
て
、
捜
査
資
料
と
し
て
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
型
に
係
る
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
と
の
警
察
庁
の
方
針
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
と
の
結
論
が
出
さ
れ
た
後
、

制
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

四


